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二
〇
〇
五
年
秋
、
久
し
ぶ
り
に
小
田
原
を
歩
い
て
み
た
。
江
戸
時
代
の
姿

へ
の
復
元
工
事
が
進
む
小
田
原
城
の
横
を
ま

っ
す
ぐ
行
き
、
国
道

一
号
線
に

出
る
。
交
差
点
を
渡
り
、
西
湘
バ
イ
パ
ス
の
手
前
の
道
を
右
に
曲
が
っ
て
し

ば
ら
く
行
く
と
小
さ
な
林
が
あ
る
。
林
に
は
ひ
っ
そ
り
と
伊
藤
博
文
の
別
荘

治
浪
閣
跡
の
碑
が
あ
る
。
碑
の
周
り
は
鬱
蒼
と
し
た
雰
囲
気
で
、
訪
れ
る
人

も
あ
ま
り
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
碑
の
手
前
、
今
は
住
宅
街

に
な

っ
て
い
る

一
区
画
が
、
明
治
時
代
の
政
治
家
野
村
靖
の
別
荘
跡
だ
と
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

野
村
靖
は
、
神
奈
川
県
に
縁
の
深
い
人
物
だ
。
明
治
九
年
か
ら

一
四
年
ま

で
神
奈
川
県
令
を
つ
と
め
た
。
明
治
四
〇
年
に
明
治
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
富

美
宮

・
泰
宮
の
養
育
掛
と
な
り
、
鎌
倉
御
用
邸
を
何
度
と
な
く
訪
れ
た
。
実

は
野
村
が
明
治
四
二
年

一
月
二
四
日
に
死
去
し
た
の
は
、
鎌
倉
御
用
邸
内
で

あ
る
。
明
治
時
代
に
な
る
と
、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
湘
南
地
域
は
保
養
地
に

最
適
な
場
所
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
明
治
二
〇
年
に
新
橋

―
国
府
津
間
に
東
海
道
線
が
、
翌
年
に
国
府
津
―
小
田
原
―
湯
本
間
に
馬
車

鉄
道
が
開
通
し
た
こ
と
で
、
保
養
地
と
し
て
の
条
件
が
整

っ
て
い
っ
た
。

野
村
は
明
治
二

一
年
、
御
幸
の
浜
に
別
荘
を
建
築
し
黄
夢
庵
と
名
づ
け
た
。

こ
れ
は
黄
梁

一
炊
の
夢

（部
郭
の
夢
）
か
ら
と

っ
た
も
の
だ
が
、
野
村
夫
妻

に
は
六
男
六
女

（そ
の
う
ち
二
人
は
大
折
）
と
多
く
の
子
ど
も
が
お
り
、

「子
を
産
む
庵
」
か
ら
名
づ
け
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

明
治
二
三
年
に
な
る
と
黄
夢
庵
の
隣
に
伊
藤
博
文
が
別
荘
を
建
て
治
浪
閣

と
命
名
す
る
。
こ
の
前
後
か
ら
榎
本
武
揚
、
森
有
礼
、
大
鳥
圭
介
、
そ
し
て

明
治
四
〇
年
代
に
は
山
県
有
朋
な
ど
が
次
々
と
国
府
津

・
小
田
原
地
域
に
別

荘
を
建
築
し
た
。
彼
ら
の
間
に
は
当
然
の
よ
う
に
頻
繁
に
行
き
来
が
あ
り
、

ヽ

　

大

湖

賢

一

政
治
的
な
舞
台
に
も
な

っ
た
。

例
え
ば
、
民
法
典
改
正
の
原
案
を
作
成
す
る
た
め
、
穂
積
陳
重
、
富
井
政

賞
、
梅
謙
次
郎
は

一
時
期
、
治
浪
閣
の
一
室
に
閉
じ
こ
も

っ
て
い
た
。
明
治

二
三
年
八
月
か
ら

一
二
月
ま
で
黄
夢
庵
に
逗
留
し
た
山
口
県
出
身
の
日
本
画

家
長
八
海
の
日
記
に
は
、
伊
藤
や
井
上
馨
、
毛
利
元
徳
な
ど
と
の
交
流
や
野

村
の
息
子
尚

一
の
死
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る

（工
藤
二
郎

『八
海
東
上
日

記
抄
』
海
鳥
社
参
照
）。

ま
た
黄
夢
庵
は
意
外
な
出
来
事
の
舞
台
に
も
な

っ
て
い
る
。
野
村
の
娘
の

末
子
は
、
後
に
九
州
帝
国
大
学
教
授
に
な
る
中
金

一
と
結
婚
し
た
。
金

一
は

野
村
の
葬
式
直
後
に
病
に
倒
れ
、
昭
和

一
七
年
ま
で
不
遇
の
日
々
を
送
る
の

だ
が
、
彼
の
弟
が

『銀
の
匙
』
で
有
名
な
作
家
中
勘
助
で
あ
る
。

中
勘
助
は
明
治
三
八
年
、
四
〇
年
の
夏
を
黄
夢
庵
で
過
ご
し
て
い
る
。
短

編

「綱
ひ
き
」
（昭
和

一
二
年
）
に
お
い
て
中
勘
助
は
、
黄
夢
庵
に
つ
い
て

「
別
荘
は
談
話
室
で
も
あ
り
遊
戯
室
で
も
あ
る
茶
の
間
を
ふ
く
む
母
屋
と
、

廊
下
つ
づ
き
で
小
高
い
と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た
高
間
と
い
ふ

一
棟
と
、
新
座

敷
と
い
ふ
は
う
と
に
わ
か
れ
て
ゐ
た
。
…
高
間
か
ら
は
海
が
見
晴
ら
せ
て
、

襖
に
は
こ
つ
く
り
た
文
人
画
の
魚
が
ぽ
た
り
ぽ
た
り
と
か
い
て
あ

つ
た
」
と

回
想
し
て
い
る

（『中
勘
助
全
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
及
び
木
内
英
実

「中
勘
助
と
小
田
原
」
『小
田
原
史
談
』
第

一
九
九
号
参
照
）
。

私
た
ち
は
、
歩
く
会
の
実
施
前
に
、
下
見
も
含
め
て
何
回
も
現
地
を
調
査

す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
思
い
が
け
な
い
時
に
、
「埋
も
れ
て
い
た
歴
史
」

に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。
調
査

。
研
究
に
は
こ
れ
で
終
わ
つ
た
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
黄
夢
庵
跡
で
実
感
し
た
。

（京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
事
務
局
員
　
一
一〇
〇
五
年

一
二
月

一
〇
日
記
）
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